
令和５年度 年間学習指導計画案 

科目 生物基礎 単位数 
２単位 

（１・２学期） 
学年・学科・コース ２年・普通科・普通コース（理系） 

使用教科書 高等学校 生物基礎 (第一学習社) 副教材等 
生物基礎研究ノート（博洋社） 

ニューステージ 生物図表（浜島書店） 

 

１．学習の到達目標と評価の観点 

学習の到達目標 

生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、

生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

・日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象について理解するとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

・観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

・生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄

与する態度を養う。 

 

評価の観点 

ａ．知識・技能 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．主体的に学習に取り組む態度 

生物や生物現象についての理解を深め、科

学的に探究するために必要な観察、実験な

どに関する技能を身に付けている。 

自然の事物・現象の中に問題を見いだし、

見通しをもって観察、実験などを行い、科

学的に探究する力を身に付けている。 

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学

的に探究しようとする態度を身に付けて

いる。 

 

２．学習計画及び評価規準、評価方法 

月 学習項目 学習内容（ねらい） 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

４ 第 1 章 生物の特徴 
第 1 節 生物の共通性 
①生物の多様性と共通
性 

②生物の共通性の由来 
 
 

・ 地球上のさまざまな環

境には、多種多様な生物

が生息しており、生物は

多様であることを理解

する。 

・ 顕微鏡によりさまざま

な細胞を観察する。 

○   
・生物の多様性と共通性について深く理解

し、説明することができる。 

定期考査 

小テスト 

授業態度 

発問評価 

レポート 

 ○  
・生物の多様性と共通性について理解し、問

題を解くことができる。 

  ○ 
・生物の多様性と共通性について理解しよう

と努力することができる。 

５ 第 2 節 生物とエネル
ギー 

①生物とエネルギー 
②代謝と ATP 
③代謝と酵素 

・ 代謝には同化と異化が

あること、また、代謝に

伴うエネルギーの移動

には ATP が関わってい

ることを理解する。 

・ 酵素の基本的な特徴に

ついて理解する。 

○   
・代謝について深く理解し、説明することが

できる。 

 ○  
・代謝について理解し、問題を解くことがで

きる。 

  ○ 
・代謝について理解しようと努力することが

できる。 

６ 第 2 章 遺伝子とその
働き 

第 1 節 遺伝子の本体
と構造 

①遺伝情報と DNA 
②DNA の複製と分配 
 

・ 遺伝子と DNA と染色

体の関係について理

解する。 

・DNA の構造の特徴を見

いだし、DNA の基本的

な構造を理解する。 

○   
・DNAの構造や遺伝子について深く理解し、

説明することができる。 

 ○  
・DNA の構造や遺伝子について理解し、問

題を解くことができる。 

  ○ 
・DNA の構造や遺伝子について理解しよう

と努力することができる。 

７ 第 2 節 遺伝情報とタ
ンパク質 

①遺伝情報とタンパク
質 

②転写と翻訳 
③遺伝子とゲノム 
 

・身近な材料を用いて、

DNAを抽出する。 

・DNA の塩基配列が mRNA

の塩基配列に写し取ら

れ（転写）、これがアミ

ノ酸配列に置き換えら

れる（翻訳）という流

れを理解する。 

○   
・セントラルドグマのしくみについて深く理

解し、説明することができる。 

定期考査 

小テスト 

授業態度 

発問評価 

レポート 

 ○  
・セントラルドグマのしくみについて理解

し、問題を解くことができる。 

  ○ 
・セントラルドグマのしくみについて理解し

ようと努力することができる。 

８ 第 3 章 ヒトのからだ
の調節 

第 1 節 情報の伝達と
体内環境の維持 

①恒常性と神経系 
②恒常性と内分泌系 
③体内環境を調節する
しくみ 

④血液凝固 

・ 恒常性と体液の種類で

ある血液、組織液、リン

パ液について理解する。 

・ 神経系と内分泌系によ

る体内環境の調節の特

徴について理解する。 

○   
・体液の恒常性について深く理解し、説明す

ることができる。 

 ○  
・体液の恒常性について理解し、問題を解く

ことができる。 

  ○ 
・体液の恒常性について理解しようと努力す

ることができる。 



月 学習項目 学習内容（ねらい） 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

９ 第 2 節 免疫 
①生体防御 
②自然免疫 
③獲得免疫 
④自然免疫と獲得免疫
の特徴 

⑤免疫と生活 
 

・ 生体防御および自然免

疫のしくみを理解する。 

・アレルギーや自己免疫

疾患、エイズなど身近

な免疫に関する疾患の

生じるしくみを理解す

る。 

○   
・生体防御のしくみについて深く理解し、説

明することができる。 

定期考査 

小テスト 

授業態度 

発問評価 

レポート 

 ○  
・生体防御のしくみについて理解し、問題を

解くことができる。 

  ○ 
・生体防御のしくみについて理解しようと努

力することができる。 

１０ 第 4 章 植生と遷移 
第 1 節 植生と遷移 
①植生と環境の関わり 
②遷移のしくみ 
第 2 節 バイオーム 
①遷移とバイオーム 
 

・ 植生およびバイオーム

の概念を理解し、陸上に

はその地域に生育する

植物を基盤としたさま

ざまなバイオームが成

立することを理解する。 

○   
・植生やバイオームの種類、特徴について深

く理解し、説明することができる。 

 ○  
・植生やバイオームの種類、特徴について理

解し、問題を解くことができる。 

  ○ 
・植生やバイオームの種類、特徴について理

解しようと努力することができる。 

１１ 第 5 章 生態系とその
保全 

第 1 節 生態系と生物
の多様性 

①生態系の成り立ち 
②生態系における生物
どうしの関わり 

 

・ 生態系の構成について

理解する。 

・生態系の種の多様性や

個体数は環境と密接に

関係していることを理

解する。 

○   
・生態系の成り立ちや生物の相互関係につい

て深く理解し、説明することができる。 

 ○  
・生態系の成り立ちや生物の相互関係につい

て理解し、問題を解くことができる。 

  ○ 
・生態系の成り立ちや生物の相互関係につい

て理解しようと努力することができる。 

１２ 第 2 節 生態系のバラ
ンスと保全 

①生態系の変動と安定
性 

②人間活動による生態
系への影響とその対
策 

 

・ 人間は、生態系からさま

ざまな恩恵を受けてお

り、それを受け続けるた

めには生態系を保全す

る必要があることを理

解する。 

○   
・生態系のバランスと保全について深く理解

し、説明することができる。 

 ○  
・生態系のバランスと保全について理解し、

問題を解くことができる。 

  ○ 
・生態系のバランスと保全について理解しよ

うと努力することができる。 

 


